
子育て・教育 

●所得制限なしで子育て世帯への給付金を 

Ｑ． 

新潟市では、市独自で所得制限なしで子育て世帯への給付金を検討していると聞きまし

た。物価の高騰で、子育て世帯はとても大変な想いをしています。少しでも安い品を求め

て購入したり、子供が欲しいといったものも我慢させたりしています。国は、ひとり親世

帯や低所得者世帯ばかりに多くの給付金を支給していますが、ふたり親世帯であっても生

活が困窮している世帯は多くあります。新発田市も新潟市と同様に市独自で子育て世帯全

てに給付金を支給していただけないでしょうか。ご検討よろしくお願いいたします。 

（令和 4年 5月受付） 

 

Ａ． 

 当市では、新型コロナウイルスの影響が長期化する中、国の支援策を活用しながら、

子育て世帯やひとり親世帯に対し、累次にわたる給付金を支給してまいりました。現在

は国の緊急対策に基づき、「低所得の子育て世帯に対する１８歳以下の子ども１人につ

き５万円の給付金」の支給に向け準備を進めるとともに、物価高騰の波が押し寄せる中、

出費がかさむ子育て世帯を真っ先に支援すべきと考え、市独自の取組として、上記給付

金の対象とならない「生活困窮世帯に対する小中学生１人につき５万円の臨時給付金」

及び「小中学校・保育園等の給食費補助」を行うこととしました。給食食材費は保護者

の皆様にご負担いただいていますが、食材費の値上がり分を市が補助することにより、

保護者負担を増やすことなく、栄養バランスや質・量を保つことができ、所得に関係な

く子育て世帯全体を支援できるものと考えています。 

 また、７月下旬には子育て世帯のみならず全市民を対象に、「５割増し」という過去

最大のプレミアムが付いた「今・得プレミアム商品券」を発売しますが、１世帯２セッ

トまで購入できるため、「１万円で１万５千円分の買い物ができる」非常にお得な商品

券となっています。当市のこうした重層的かつスピーディーな支援策は、その効果も含

め、新潟市を始め他市の取組に決して負けていないと自負しています。 

 私としては、一時的な給付金などももちろん重要ではありますが、コロナ禍によらず

とも、子育て世帯に対する経済的支援を継続的に行っていくことがより重要と考え、こ

れまで「子ども医療費助成」の高校生への拡大、協賛店でサービスを受けられる「子育

て応援カード」の発行などに取り組んできましたし、この４月には、全国に先駆けて「２

歳児保育無料化」及び「放課後児童クラブ無料化」の取組をスタートさせたところです。 

 就労収入の減少や物価高騰による家計支出の増加等の影響を受け、生活が困窮してい

るご家庭が多くあることは十分承知をしていますが、こうした取組こそが広く、そして

長く子育て世帯への支援につながるものと考えておりますので、ご理解くださいますよ

うお願い申し上げます。 

（令和 4年 6月 14日回答） 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 


